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１．団体の概要

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）
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〇設立の目的
　　本会は、八女市上陽町のひふみよ橋及びその文化の価値を大切にし、守ることを目的とする。

〇これまでの実績

　・H24.9.18　　設立総会　（会員数１０９人）
　・H24.9.19　　「ひふみよ橋」の保全を求める陳情書提出
　・H25.6.30　　上陽の里山風景についての講演会
　・H27.5.16　　日本の石橋を守る会・上陽町大会
　・H27.12.16　 八女上陽のシンボル「ひふみよ橋」の市文化財指定と保全を求める要望書提出
　・H28.2.29　　「洗玉橋」の除草作業

　　　　　　※以後年に1～2回程度実施（H29.2.18　H29.7.29　H30.5.21　R1.8.17　R2.2.25　8.1　R3.2.26）
　・H30.3.3　　  大瀬橋架設100年記念特別企画実施
　・R2.2.28　　　寄口橋架設100年記念特別企画実施
　・R4.10.23　  宮ヶ原橋架設130年記念特別企画実施
　・R5.1.21　　「星野川災害復旧助成事業 宮ヶ原工区」土木学会デザイン賞2022優秀賞受賞

〇団体の構成員　　　　　58　名　（※A会員）

〇設立年月日　　　　　　平成24　年　9　月　18　日



２．活動の内容
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〇活動の目的（目標）
　八女市上陽町の石橋群は九州北部豪雨災害にも耐え、強さと美しさを兼ね備え
た素晴らしい文化遺産です。令和５年度に洗玉橋が架設から130年を迎えるのを契
機に長年お世話になり住民生活に欠かせない石橋群に感謝の気持ちを込めて記
念事業に取り組みました。

〇活動の概要（どういったことをするか）
　・石橋清掃活動
　・石の文化に学ぼう
　・「祝　洗玉橋130年記念」横断幕設置
　・洗玉橋架設130年記念・特別企画
　・洗玉橋架設事件留印刷
　・石橋PR活動

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）
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〇活動のスケジュール

日　程 活動内容 活動場所 参加者数

10～3月 石橋清掃活動 計3回10/12・12/4・3/11 洗玉橋・宮ヶ原橋 合計26人

　 7～3月
石の文化に学ぼう！　計3回
8/21・11/7・2/17

ほたると石橋の館
旧川口邸周辺

合計69人

  8～12月 祝 洗玉橋130年記念横断幕設置 洗玉橋 10人

10月21日
洗玉橋架設130年記念・特別企画
 130年記念橋渡り・和太鼓演奏
 エコバルーンを飛ばそう！ 記念講演

洗玉橋
農業活性化センター

100人

2～3月 洗玉橋架設事件留印刷製本 旧川口邸

4月～3月
石橋PR活動　　計3回
4/1・10/15・3/13

ほたると石橋の館
とその周辺

合計41人

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）



　　　令和５年度　市民との協働によるまちづくり提案事業　活動事例報告

〇活動の様子 「石橋清掃活動」　

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）

洗  玉  橋・・・10月12日（木）・3月11日（月）
宮ヶ原橋・・・12月4日（月）
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〇活動の様子　　　「石の文化に学ぼう！」　

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）

　 上陽北汭学園5学年
　　　 総合学習指導
　　　  11月17日（金）

   上陽お宝発見ゲーム
　     　2月17日（土）

八女市スーパースクール
　　　　　石橋説明
　　　　8月21日（月）
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〇活動の様子 「洗玉原橋架設130年記念・特別企画」　　　　　　　10月21日（土）

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）
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〇活動の様子 「石橋PR活動」　

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）

星野川でカヌー体験　4月1日（土）・10月15日（日） 「ひふみよ橋だより」発行



３．活動の成果と課題
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＜成果＞
〇洗玉橋架設130年記念事業は、普段、なかなか光が当てられること
 　のない「石橋」に光を当て、皆で一緒にお祝いすることで、町内外の
　 人々に改めて石橋の文化的価値をご理解いただくだけでなく、皆で
   石橋を未来へ遺していこうという想いを共有する良いきっかけとなっ
   た。

＜課題＞
〇これまで拠点としてきたほたると石橋の館がリニューアル後は拠点
　 として使用できない為、今までのように活発な取り組みはどうしても
　 できなくなる。せっかくこれまで活動を続けてきて、日本の石橋を守
　 る会など、つながりもあるので、今後の活動についてこれから検討
   し、できることをやっていきたい。

（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）



４．今後に向けて
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　寄口橋、大瀬橋、宮ヶ原橋が、令和5年度8月7日付で、国登録
有形文化財に登録されたり、NHKの番組が、八女上陽の「ひふみ
よ橋」を守る会の取り組みを取り上げてくれるなど、令和5年度は
本会員の皆が努力した活動が報われた年となりました。これを
きっかけに、今後も地域の宝である石橋群を活かした地域活性化
に、八女市役所上陽支所、上陽地区まちづくり協議会、観光協会
などの関係機関と連携を図りながら、活動していきたいです。

　令和11年（2029年）に栗林橋が100歳を迎えるので、また皆でお
祝いする為に、栗林橋について調査し、当時の写真など、収集し
ていきたいです。

　
（八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会）


